
1月 15日 (月 )ま で にQRコ ー ドか らフ ォーム に

ア クセス してお申 し込み くだ さい。

※定員 に達 した場 合 、受付 を締め切 ります。
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東 日本大震災の教訓

石巻市総務部震災 lι:承 推進室  L幹 (学芸員)高橋 広 了ヽ 氏

学芸員 と して2017年 か ら石巻市震災遺構 の整備 に携 わ り、門脇小学校 と大川小

学校 の農示 を担 当。震災か ら学びを考 える中で 、自然 との共生・生命 ,生 きる

とは何 かを展示テーマ と し、多様 な視点で問 いかけをもつた晨示 な心 がけて き

た。 自身の体験 と様 々な声 を重ね合わせなが ら描 いた「記憶 を紡 ぐ」 の展示空

鶴は、震災遺構 のコンセフ トにつ ながっている。展示 の制作過程 などが評価 さ

れ、展示 の業界 コンテス トであるデ ィスフ レイ産業賞 で優秀賞 を受賞 (震 災選構

門脇小 学校 ).

申込方法
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回 覧

市制70周年記念ロゴマーク投票
令和 6年 4月 に市制70周 年を迎えるにあたって、記念回ゴ
マークを決定します |

令和5年 12月 20 (zk) 9 H+^-

令和6年 1月 11日 (^)ZLn+

市公式LINEか ら投票できます。※投票は

◆周年記念にふさわしいと思うロゴマークを

■

まで※

ください◆

4つの「わ」をキャッチコピーをもとに、70
の0に 丸を3つ つけて 4つの「わ」になるよう
にしました。

肉球に見えるかわいらしいデザインで、幅広
い年代の方が親 しみやすい作品にしました。
常滑市の市章である青色や トコタンを取 り入

れ、常滑の回ゴだと分かるようにしました。

^△・
フ 作成 した国ゴのモチーフは、小学生の時口

常滑市制

周年

に初めて見た焼き物散歩道の山の上にある招
き猫

0と ても印象深 く、常滑 といったらこの招き猫
を思い浮かべる程大好きなため、取 り入れま
した。

セ
=lPあ

・幅広い年齢層の人々にも親 しみやすいよう、
「とこなめ」の文字をひらがなにしました。
・ トコタンをイメージし、70の文字をデザイン

しました。
・市外のたくさんの人に常滑市を知って欲 しい

という思いを込めました。

投票期間
▼市公式ヒIN巨

はこちら

投票方法

Q
、′

●●0

<お問合せ先 >常滑市役所 企画課 電話 :0569-47-6111



「雹心」して暮らせる「費全」な常滑の暮らしに向|十て 臣と
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鰐己

寵 釉 響 麗 よ り
本蕉サ||「命を大切にし 頭を使しヽ 汗を流す生イ超

令和 5年 12月 22日

第 12号

2023年 から2◎ 24年⌒、

2023年は、みなさんにとつてどのような年でしたか。              「

日々の:掛資掛者の中で、仲間と楽しそうに語り合う姿、真剣な表駿 考え、学ぶ姿。 1
行事戦摘動 など、寵分の好きなことに一生懸命に打ち込む姿など、みなさんのすてき

な姿をたくさん見ることができたことを大変嬉しく思います。間もなく2023年を終

え、2024年としヽう新たな年を迎えます。この節目のときに、1年間を振り返り、自分

の成長を感じましよう。元熙長つた自分を認めた上で、次なる目標を立て、新ししヽ年を迎

えてほしいと思います。2024年も、南陵中のみなさんがあなたらしく輝けることを願つてしヽます。

保護:者の皆様、地域の皆様には、2学期の間、さまざまな面でご支援、ご協力をいただき、心より感謝申し

あ‡ずます。新しい年もみなさまのご〕郵ζ翠とご協力をしヽただきなが生 子どもたちをしつかりと支1展 。指導して

ましヽります。どうぞよいお年をお迎えくださしヽ。

令和 2年度から3年間、地域のことを学び、1駆:素科専来につしヽて考える「南陵学習」を 1年生の総合的な

学習の時間に位置付けて取り組ん懲 しヽりました。その過程で誕生した「南陵クラブ」が、地域の方々の協力

のもと、オリジナルマドレーヌを開発・販売臥 南F難也区を盛り上げるお手伝いをすることができました。南

陵クラブは今年度も土榔1或クラブとして活動し、小脇公園のカフェでまヨ1共するオリジナル トリンクの開発に取

り組んでしヽます。日P等で活動の様子を紹介しています。ご覧しヽただき、

応援してしヽただけると嬉しく思います。

今年度より1年生の総合的な学習の時間では、「地域の防災」につしヽ

て考える取組を行つています。この南F露也区が将来にわたって住み続

けたいと思う魅力ある地域であるためには、「安心・安全に暮らせるま

ち」であることが大切な条件となります。そこで、生徒たち|ま、右表の

ような内容で 10月末から取り組んでまいりました。学習のまとめとし

て、保護者、1鬱或 主掛1寃里彗協:義会'委員の蜃様にもご参加しヽただき、「南

陵防災サミット」を聞き、南『鼻也区の防災について話し合しヽました。

鰹鮭②l憩闇鏃‡|

最初は災害なんて、きたとしても「この辺に害はなしヽでしょ」

と思っていました。でも、どんどん授業を重ねてい<うち|こ災

害の怖さを知ったり、災害で家族を亡<してし哉った方夜のつ

らさを矢3ったりして、徐々|こ

に、逃げよう [」 と思うようになりました。逃|ず地図づくりで

は、自分の地区は逃げるの|こ 18分程かかるところがあった仏

逆|こ 3分程で逃げられる場所、予想では津波がこなしヽ所もあっ

たりしました。

きく上回つてくるかもしれなしヽし、イ可|こもこないかもしれませ

ん。だから、

災害に備えてしヽきたしヽと思います。「3歳まで|こ1螢各がほほ決

まる」というよう|こ、小さしヽころから逃げ道を伝えてしヽけ|よ

大人になっても党えていて<れるかなと目うので、小さしヽ子に

も{藁えてい|サたらい機なと思います(,

逃;ぜ地饉づく駆:

10/27

11/2

協力型防災ゲーム LI駆

躙 麟 しグーム■旬G

地域防災学習

11/1(])

11/28

逃げ地図づくり

1ン 1 南陵防災サミット

藤譲郡廊簑ξ誉菫ット
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:1日■‐1曜 |

1 月 元 日
1用の1轟経

¨
祥i熙l寺簑」

1月 15日まで 16:30
1月 16日から 17100

2 火

3 水

4 木

5 △
コ立 冬季体業終了

6 土

7 日

8 「ヨ
′コ 成人の日

9 火 始業式 鷹l瑾苺iミ1彗饉

10 水
給食開始 課題・実カテス ト

家庭学習優先日

11 木 生徳 義会

12 △

=
13 土

14 日

15 月 朝会

16 火
私立推薦・特色入試

保育園訪問 (2C)
17 水 保育園訪問 (2A)いじめ調査

18 木

19 △
壺
=

働く方と語る会 (1年)

20 =」_ 南陵クラブ
21 日

22 月 朝会 C委員会

23 火

私立。専イ:ケ司投入言式0
3年生特別時間書1 3年個人懇談会

保1奮
「朦尋言方問 (2B)

24
私立・ヨ参

‐凱隻入試②
3年生特別時間害1 3年個人懇談会

家庭学習優先日

25 木
私立・専修¬般入試0
3年生特別時間割 3年個人懇談会

26 △
コニ 45分授業 ⑥なし 清掃なし

27
_1_

」_

28 日

29 月 朝会 コサージュづくり16:OO

30 火 コサージュづくり16:00

31 水

´
「

¬
υ 回

フ日

8日
9日

15日
16日
22日
29日

1・ 2盗再鉄こカラ千Jス ト
テス ト週間開始
定時制前期入試
1・ 2年学年末テスト 3年愛オ交イ乍業
1・ 2年学年末テスト
公立一般入試 (26・ 27面接)

3年生を送る会
円A寄せ植え石用1夕会

幕 1豊季撻襲霧I貫 tダ I'トテiÅ大会 春:殺
1隻

Ir.(ノ〕毒y

爆副券

3位

2年 B組

2年 C組
1年 A組
1年 C組

鑢
れ_|
Ⅲ

久松 絢音

間宮 梨央

古川′こ蒟香

皿丼ひまり

警 鷺 5基 驀蘇鍛彗舎1驚
p霧空i手遥警:漱支:大会 春幕1資子繕i「+l

優勝  3年 C組  綾部 愛撃

機 ゴ勲ダ鯵ミ141'｀競島1食宝

レヽレ1 2年 A組

じ′rψ レ2 2年 C糸量

レ/｀やレ3 2年 C組

○お詫び○

先月の回覧板で回覧した「南陵中だより第 11号」

の表章多の記録{こついて―‐部誤りがございました。

訂正してお詫びを申し上げます。なお、HPやクラ

ス掲示用のお便りには正しく表記されています。

◆秋季常)旨市中学生ソフトテニス大会 男子団体の部

準イ副券 2年 C組 山本 オ弼ホ

◆第 55回秋季市民剣道大会

イ副券  2年 C組 伊藤 葉月

3位  1年 C組 佐野 絢音

11月 1～ 8日に行つた令和 6年度 P〒 A役員選挙

の投票結果をお知らせします。ご協力ありがとうござ

いました。今[動菫」された4名の皆さまどうぞよろし

くお願いいたします。

扇1雌懇 :河合千春さん

書 言己:畑中礼子さん 。久田友子さん

会 言十:多田ひづるさん

なお、新 1年生の選挙は、 2月に行う予定です。

3年 C編の皿丼湊士さんが、台湾台北市体育連盟駆求

協会主催の「2023年台北 U15里妻蒋召

待大会」|こ リトルシエア東海)蟄:友)垂手

として出場することが,実走しました。

おめでとうございます l

この南陵のま也から、湊士さんの大会

での活躍を心よりお祈りしてしヽます。

気をつけて、いってらつしやい !
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回覧

とこな働藤機濾
広報誌「とこなめ南部通信」号外

〔発行日〕2024年 1月

〔発 行〕とこなめ南部

高齢者相談支援センター

・  . ||:・  . ・ ・ .  ‐

令和5年 11月 19日、大谷公会堂にて「ひとり歩き高齢者声掛け訓練」を開催

しました。「ひとり歩き」とは、以前は「徘徊」と言われていましたが、何らかの目的

で外出したものの認知症の症状等により行き先がわからなくなつたり、帰る場所

がわからなくなつたりして迷つている方を表した言葉です。

今回は家族が認知症等で行方不明になつたらどうしたら良いのか、地域で道に

迷つて困つている高齢者を見つけたらどうしたら良いのか、大谷地区のみなさん

と一緒に学びました。参加者は女性が多く見られましたが、年代としては 60代
～70代の方が多く参加してくださり、認知症への関心の高さが伺えました。

鼈
鵡
群

第 1部では、愛の家グループホーム常滑大谷の蟹江

様から「認知症の基礎知識」「認知症の方への声のかけ

方」として、「驚かせない」「急がせない」「自尊心を傷つ

けない」ことを教わりました。まずは丁寧に「こんにち

は」からですね。続いて常滑署の渡辺様からは、実際に

家族がいなくなった時の対処法を、「家族がいなくなっ

たらためらわず 110番」と教えていただきました。

彦

苺

〓
≡

≡
●

'鎧澪:] 年齢

中には警察署へ出向いて相談をする方もあるそうですが、その場合も実は警察署から

110番通報をすることになるのだそうです。これは知らなかつたですね。そして最後 |

に常滑市役所の担当者から、110番した情報をどの様に広く伝えるかという視点で、

「地域サポーター」という仕組みを説明いただきました。

第 2部では実際に認知症高齢者役の方が地域を歩き、:

参加者はその方を探して声をかけるという訓練を行いま

した。高齢者役の方にはわかりやすい格好をしていただ

いたため見つけやすかつたようですが、参加者からは

「分かつたけど声をかけるのは勇気がいるね」「一言目

は良いけど、その後何を話したらいいか分からなかっ

た」「実際に見つけたら、誰に伝えたらいいの ?」 と、 1

感想や疑間が上がつていました。また高齢者役の方からは、「急に

,

:』 哉
65-74畿  =S‐拿4議  傘多議以農

ん |』

と声をかけられてびつくりした」「やさしく『こんにちは』と言つてもらうと、な

んだか安心した」といつた感想をいただきました。

地域の皆さんに「認知症」を他人ごとではなく、自分のまわりで起こること=

自分ごととして感じていただけた訓練になつたと思います。

〔介護予防・介護保険・認知症など、高齢者の総合相談窓口〕

とこなめ南部高齢者相談支援センター
ヨER34--7128/住 誌 常滑市苅屋町1丁目58

秒

璧



常滑市社会福社協議会会報講綸和6年 1月刷

ここなめ

ふくしLポート 儲[。゛:C●

臨見

言忍知症サポーター

シンボル

キャラクター

ロバ隊長です

「スマートフォン体験教室  (LINEと基本編)」 シニア世代向け」

・スマホを便利に使いたい、LINEやインターネット検索を学びたい方
。その他にも使いたくなる機能もご紹介します (参加費無料)

1.日 程 1月 25日 (本 )、 2月 22日 (本 )、 3月 21日 (本 )

※午前 10時～12時
※上記日程のいずれか 1日 にご参加ください。各回内容|ま同じです。

とこなめ市民交流センター

市内在住の65歳以上の方

スマートフォン  (お持ちでない方はお貸しします)

各回 15名 (先着順となります)

常滑市社会福祉協議会までお申し込み下さい。

各開催日の1週間前までにお願いします。その際、お名前 。ご住所

連絡先 。希望日をお伝え下さい。

2.会 場

3.対象者

4.持ち物

5.定 員

6.申込み

認知症高齢者の行方がわからな <なつた時の捜索にご協力を !!

～ LIN圧で情報提供 地域サポーターヘの登録をお願いします! ～

地i或サポーター制度は、在宅で生活する高齢者が外へ出かけて家に帰れな<な った場合、登録し

て頂いた方へ LINEを 使い捜索協力をお願いする取り組みです。高齢者が安全に早<ご自宅へ戻

れるよう地 i或の皆様のご協力をお願いします。

<登録方法>
1. QRコ ー ドを読み込んでいただき、反達登録して下さい。

2. 登録頂<際の留意点

① このLINE登 録では、社会福祉協議会と登録者との双方間での連絡は出来ません。社会

福祉協議会からの情報提供のみとなります。

② このLINE登 録では、社会福祉協議会は登録頂いた方の名前、電話番号等、1固人情報は

一切把握できない仕組みになっています。

※お願い :捜索をお願いする場合に提供する高齢者の個人情報の取り扱い

に関しては、十分ご注意下さいますようお願い致します。

`

QRコ ード

■
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エコウォーキングで街をされいに !

ウォーキングしながらごみを拾い、心とからだを健康に、そして街をされいにする活動です

【 日時 】 令和6年 1月 18日 (本)午後1時 30分～午後2:30
【集合場所】 ふ<しの窓□ (このページの末尾参照)

【対象者 】 どなたでも (定員15名 )

【 内容 】 ′3ヽ <しの窓□に集合して、みんなで楽し<歩きながらごみ

を拾います。ごみ袋、 トングはふ<しの窓□が用意します。

シルバーカレッジ

対象活動です !

子育て家庭向けの 分けステーション

子育て家庭への応援として、お米や野菜など食料品を無償でお渡しする「お福分けステーシ

ョン」を市内5ヶ所で開催しています。 1月の開催予定は次の通りです。

・ 11日 (本)10:○○～11:○○ 多屋公民館

・ 18日 (本)10iOO～ 12:○○ ′S、 <しの窓□ (旧市役所より東へ、黄色い看板が目印です)

021日 (日 )13:○○～     ノJヽ倉こども食堂 (小倉町 7-76の天理教さんです)

・ ツキイチオオノ (大野の三菱 ∪FJ銀行の北側です)開催日は |∩stagrami6_57.mgrま で

◎それぞれの会場でお渡しする食料品の数量に限りがありますので、ご了承<ださい。

※ 1月の市民交流センターお福分けステーシ∃ンは、お休みいたします。

1月の予定 (会場 :とこなめ市民交流センター) ※②、③以外は事前予約制です

④ 19日 (金 )13:30グ リーフケアの会
⑤ 20日 (土 )14:00こ ころの休憩室
⑥ 23日 (火 )13:30心配ごと相談(弁護士)

①19日 (火 )13:30心 配ごと相談(社会福祉士)

② 12日 (金 )13:30こころの休憩室(電話相談)

③ 18日 (木 )10:00おもちゃ図書館・おもちゃ病院

まごころありがとうございます―ご寄付をいただきました

☆社会福祉協議会へご寄付  常滑市農業まつり運営委員会様 42,450円

匿名様 20,000円 、 匿名様 50,000円

★フードバンクロお福分けステーションヘ食料品をご寄付          ‐

西田コンサル不動産様、デリカフーズ様、スギ薬局様、蔵元様

TSUBOYAKI― IMO milim‖ i様、フードバンク愛知・常滑様、トコにゃん様   ..
中部国際空港株式会社様、あいち知多農協様 (お米1 00kg)

常滑市市民生活部生活環境課農業まつリフードドライブ事業様

この他、たくさんのみなさまより野菜や食料品をいただきました。

・
・

藤

ぅ
　
　
．
　

琴

社会福祉法人常滑市社会福祉協議会 ※受付時間 月～金曜日(祝日、年末年始除く)8:30～ 17:30

住所 常滑市神明町 3-35(と こなめ市民交流センター内)ホームページ http://www.tkshakyo.com/

電話 (0569)43-0660  FAX(0569)43-0838  メーづレ

ふくしの窓口 (常滑市新開町3-91)電話(080)4963-0470
受付時間 月～金曜日(祝 日、年末年始除く)10:00～ 15100

010KONA卜vl:SHAKY0

常滑市社会福祉協議会のインスタグラムができました!|

お福分けステーションやスマイルカレッジ等の情報を載せていきます !



摯見□

～「よし!ごみを減らそう!」 と思つてくれる人が二人でも増えるように願いを込めて～

4R通信 (第 73号 )

°
鞭櫃‐

薇卜
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スJI′ ユースご炉
断わる す減ら 資源化する

I「 サイクrL』
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冬によく出るごみの捨て富 咸::祠
濃蓼

‐

媚ギ

暖房器具の入れ替えや衣替え松どで冬に出やすいごみの捨て方をご紹介します。

スムーズに分別し、早めに大掃除を終わらせましょう。

ストーブ類

石油ストープ・フアンヒーターやハロゲンヒーターなどを

処分する場合、資源回収ステーシヨンに持ち込んでいただ

ければ無料で回収しております。

※灯油は使い切るか、中身をすべて出してから持ち込んで

いただくようにお願いします。

カーペット類 普通のカーペットも電気カーペットも、ゆめくりんで有料

で回収しております。手数料として 10kg当たり 100円を

いただきます。指定袋に入る大きさでしたら「もえるごみ」

として出すこともできます。資源回収ステーシヨンでは回

収しておりません。コードは切つて、資源物 (コ ード・針

金類)へ。

※焼却炉で引つかかつてしまうため、ゆめくりんへは畳ん

でしばつた状態でお持ち込みください。

防寒着類
セーターは資源物のうちの 略 類」として回収しておりま

す。セーターはかさばり、「もえるごみ」として出すと指定

袋がすぐにいつぱいになってしまいますので、資源物とし

て出しましょう。

また、ダウンジヤケットなどの羽毛やわたが入つているも

のは資源になりません。Fもえるごみ」として回収しており

ます。

断る勇気、減らす努力、ごみを出さないエコな生活

常滑市では、1人 1日当たりの家庭ごみ排出量450gを目標としています。

【お問い合わせ】生活環境課 0569-47-6115
・・ ‐やI:=靖 ::::

.・      
■‐‐・ 渉・:::.::幸

:J=
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S'CSをご存じです力1?

この頃よく聞く「SDGs」とは、2015年に国連サミットで採択された、
「持続可能な世界の実現のための 203G年までの世界共通の目標」のことを言います。
ごみの資源化・減量化を、SDCsの 17のゴールに当てはめると、以下の4つが該当します。

世界共通の大きな目標ですが、一人ひこ叫歌ιl組んであlき参しょう
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られる1サど、食べなしヽも粋:凛フード′ヽ|ンタ事業などに書
る|。 なお、寄付:よ摯溝

‐
叢社会嬢撤協議会で受付:すております。

なつたもの1譲、:メ ユース ,1メ サイクルする。
すた絲盤ご帰,成審機:纂を奉馨鸞する

<

イ機てなどが漂鐵でブラスチックごみが海へ流出するた絡、
「ワンウエイプラステック」を使露移なtゝ金

iF. :=葬■1:ユl遺ギlt:ざ ‖ i

各ストアよιl「さんあ～る」で検索するか、

右00Rコードを読み込んだ先からダウンロードでき審す。
※77:J利用料勝無料ですが、通信費勝ご負担ください。
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口 酔
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自転車に乗るときは大人も子供も

べま鼈∇瘍夕をかぶりましょう:

自転車事故の際、車体や路面等に頭部をぶつけて、

死に至るケースが少なくありません。
ヘルメットを着用していなかった方の致死率は1

着用していた方 |こ比べて2.2倍 も高くなっています。

被害軽減には頭部を守ることがとても重要です。
ヘルメットを正しく着用して、死亡lリ スクを減らしま

しょう。

自転車に乗るときに
ヽ鼈霙瘍夕を着用していれば

助かる命が数多くあります !
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自転車の交通事故の損害賠償金が高額になるケースがあります。

万が―に備え、■翡齊悠了餘鶏巫悠癸しましょう。

(平′」り215年 9月 )

男性がペットボトル片手に、スピードを落とさず、下り坂を走行し交差点に
進入。横断歩道を横断中だった女性 (38歳)と衝突した。歩行者の女性は脳
挫傷で3日後に亡くなった。

約6諄プ00万円

(平成 25年 フ月 )

小学5年生の男子が、夜間、自転車で坂を下り歩道と車道の区別のない
道路において、歩行中の女性 (62歳 )に正面衝突した。歩行者の女性は
頭蓋骨骨折等の傷害を負い、意識不明の寝たきり状態となった。

約99500万円


